
平成 27年度 解析学B 期末試験問題 2016年 2月 9日 (火)実施

1 矩形領域 [a, b]× [c, d] で定義された有界で正の関数 f(x, y) が重積分可能であることを定義
せよ．ただし，次の語句を含めること：領域の分割，領域の細分，分割の最大幅，上積分，
下積分．

2 Ω = {(x, y) : y ≥ x
2 , y ≤ −x

2 + 2, x ≥ 0, y ≥ 0} について，

(1)

∫∫
Ω
f(x, y)dxdy を y, x の順の累次積分で表せ．

(2) f(x, y) = e−y のとき，(1) の累次積分を x, y の順に交換して計算せよ．

3 Ω = {(x, y) : 1 ≤ x2 + y2 ≤ 4} に対して，
∫∫

Ω

√
x2 + y2 dxdy を計算せよ．

4 xy 平面上の 4点 (0, 0), (3, 1), (4, 0), (1,−1) からなる平行四辺形領域を Ω とする．このと

き，
∫∫

Ω
(x− 3y)2dxdy を計算せよ．

5

∫ ∞

0
e−x2

dx =

√
π

2
を導け．


